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　峰高前遺跡は、栃木県南東部の二宮町物井地区に位置します。物井地区

は、八溝山麓の西側を南流する小貝川と五行川が潤す緑豊かな平地であり、

二宮尊徳の活躍の舞台となった桜町陣屋跡を始めとし、先人たちの足跡が

多く残る土地でもあります。

　このたび、北関東自動車道建設に伴い、路線内に所在する峰高前遺跡の

取り扱いについて、関係機関と協議の上、記録保存を目的とした発掘調査

を実施することとなりました。

　調査の結果、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡や出土品が確

認され、当時の集落の様相が明らかになりました。これらの調査結果は、

同じ路線内で隣接する西物井遺跡や曲田遺跡の調査成果とともに、物部地

区の歴史を明らかにする上で、貴重な資料となるものです。

　本報告書は、この調査成果をまとめたものです。本書が県民の皆様にとっ

て郷土の歴史を理解する一助となるとともに、各方面において広くご活用

いただければ幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至るまで、多大なご協

力をいただきました東日本高速道路株式会社、二宮町教育委員会、栃木県

県土整備部をはじめとする関係機関、並びに関係各位に対しまして、厚く

お礼申し上げます。

平成 19 年 9 月

栃木県教育委員会　　　　　　　　

教育長　平　間　幸　男
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例言
1. 　本書は、栃木県芳賀郡二宮町大字物井地内に所在する峰高前遺跡の発掘調査報告書である。

2. 　発掘調査は、北関東自動車道（上三川〜二宮地区）建設に伴う記録保存調査であり、東日本高速道路

株式会社（旧日本道路公団）の委託事業として、栃木県教育委員会事務局文化財課の指導のもと、財団法人

とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センターが実施した。

3. 　本遺跡の調査期間及び調査担当者は以下の通りである。

平成 12 年度	 （確認調査）　平成 13 年 1 月 15 日〜平成 13 年 3 月 23 日

　		  主査　進藤　敏雄　　主任　安永　真一

平成 13 年度	 （本調査）　　平成 13 年 4 月 1 日〜平成 13 年 11 月 30 日

　		  総括　藤田　典夫　　主査　森口　尚志　　主任　仲山　英樹　　主任　安永　真一

　		  技師　合田恵美子　　主事　吉村　英子　　調査補助員　堺　陽子

平成 14 年度	 （本調査）　　平成 14 年 4 月 1 日〜平成 14 年 6 月 30 日

　		  総括　藤田　典夫　　主査　西田　知生　　主任　安永　真一　　技師　合田恵美子

　		  調査補助員　平山　紋子

		  （本調査）　　平成 14 年 10 月 1 日〜平成 14 年 12 月 28 日

		  （試掘調査）　平成 14 年 12 月 1 日〜平成 14 年 12 月 28 日

　		  主査　西田　知生　　主任　江原　英　　技師　合田恵美子

平成 15 年度	 （本調査）　　平成 15 年 4 月 1 日〜平成 15 年 9 月 30 日

　		  主査　賀川　倫夫　　技師　合田恵美子　　主事　吉村　英子

　		  調査補助員　玉橋さやか　平山　紋子

		  （整理作業）　平成 15 年 10 月 1 日〜平成 16 年 3 月 31 日

　		  技師　合田恵美子

平成 16 年度	 （整理作業）　平成 16 年 4 月 1 日〜平成 17 年 3 月 31 日

　		  係長　藤田　典夫　　技師　合田恵美子

平成 17 年度	 （本調査）　　平成 17 年 4 月 1 日〜平成 17 年 6 月 30 日

　		  主任　宮田　宣浩　　主任　合田恵美子

平成 18 年度	 （整理作業）　平成 18 年 4 月 1 日〜平成 19 年 3 月 31 日

　		  主任　合田恵美子

平成 19 年度	 （整理作業・報告書作成）平成 19 年 4 月 1 日〜平成 19 年 9 月 28 日

　		  主任　合田恵美子

4. 　本書の作成・執筆・編集は合田恵美子が担当した。

5. 　自然科学分析については株式会社パレオ・ラボに委託し、その結果を付章に掲載した。

6. 　写真撮影は発掘調査における遺構を各担当者が行い、金属製品以外の遺物を栃木産業株式会社に委託した。

7.　 航空写真撮影は中央航業株式会社に委託した。

8. 　金属製品の保存処理、Ｘ線撮影、写真撮影は車塚哲久が行った。

9. 　発掘調査の実施ならびに報告書の作成にあたっては、次の方々から御指導、御協力を賜った。

東日本高速道路株式会社関東第二支社宇都宮工事事務所（旧日本道路公団東京建設局宇都宮工事事務所）、

栃木県教育委員会事務局文化財課、栃木県県土整備部（旧県土木部）交通政策課高速道路対策室、栃木県土

地開発公社、二宮町教育委員会、二宮町史編さん室
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秋元陽光　安永真一　松本　悟　橋本好造　浪江健雄　小野里了一　渥美賢吾（順不同、敬称略）

10. 　遺跡の概要は年報等で一部公表されているが、本書を正報告とする。

11.　 本遺跡の出土遺物、資料類は財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センターに保管している。

12. 　発掘調査及び整理・報告書作成の参加者は以下の通りである。

（発掘作業員）小菅千枝子、本田マチ子、石崎正則、佐藤ミツイ、上野美知子、村上桂子、大川モンラッチャー、

浅香義房、宮田　哲、中野康一、塩田　剛、池田京子、上野京子、中山智夫、野原登志寿、石川有孝、

小池正昭、豊田一夫、関口とも子、上村文恵、保坂房子、廣沢久美子、小堀里子、小堀不二夫、小貫　宏、

高久法子、和久則子、仙波美枝、関口フミ子、関口由紀子、藤沢ミイ子、鈴木節子、藤沢信吉、矢板橋金作、

羽鳥敏子、浅香ツヤ、岩瀬光枝、増田晋一、吉田満男、和島智子、上野礼子、豊田トモ、松本繁雄、

上野広勝、大石政延、飯島征夫、郷上恵子、千葉文枝、橋本　織、武田恵津子、稲葉信子、岩崎美枝子、

児玉祐美子、児玉真澄、竹下郁代、坂本淳子、古谷野安子、大福地時治、柳田喜三、樋口五男、山崎正夫、

野沢　勇、石川貴志、柴山荘一、中里海吉、石田伸枝、山田友子

（整理作業員）鮎川恵子、岡本　恵、小林由美子、広沢邦子、鈴木節子、平石裕子、上野弘美、増渕幸枝、

鵜澤房子、上野真知永、大友弓子、野沢光美、稲葉信子、柳田宗子

（整理補助員）筑井くみこ、引地千佳子、野口美智子、米野裕子、石田静枝、野口　貞、磯野実枝子、横田通子

凡例

１　本遺跡の略号は NM-MT である。

２　遺構の略号は、竪穴住居跡：SI、掘立柱建物跡：SB、溝状遺構：SD、井戸状遺構：SE、土坑：SK、

ピット状遺構：S、円形周溝遺構・性格不明遺構：SX とし、発掘調査時に遺構の種類にかかわらず 01、02、

03 ･･･とつけており、本報告でもこれを用いている。

３　遺構の縮尺は、実測図中にスケールで示した。原則として 1/60 であるが、竪穴住居跡のカマドは 1/30

を用いている。また、溝状遺構および時期不明の遺構は 1/80、1/100、1/200 としている。

４　遺構図中の方位は、日本国家座標Ⅸ系に基づいている。これは、最初に調査を行った平成 13 年度に使

用した座標系を踏襲したためである。セクション・エレベーション図の断面水準は海抜標高である。

５　土層説明のうち、含有物の量は「極多量」「多量」「やや多量」「やや少量」「少量」「極少量」の６段階

で示した。遺構一覧表の中での略号は、ローム粒＝ LP、ロームブロック＝ LB、焼土粒＝焼 P、炭化物粒＝

炭 P、白色粒＝白 P である。

６　実測図中のトーンは以下の通りである。

７　実測図の縮尺は土師器・須恵器・瓦・礫：1/4、石製品・土製品・金属製品：1/2、縄文土器：1/3、石器：

2/3 とし、図中にスケールで示した。

８　遺物実測図中の遺物番号は、遺物実測図及び遺物観察表の番号と一致する。

９　実測図の断面は須恵器が黒塗り、鉄製品は斜線、その他は白抜きとした。　

10　遺物観察表中の計測値は以下の通りである。金属製品の重量は、処理後の計測値である。　

　　径・長さ・幅さ・厚さ…（　）復元値［　］残存値　高さ…（　）残存値

11　遺構一覧表中の計測値は以下の通りである。　（　）残存値

凡例（トーン）

（遺構）

（遺物）

地山・・・

付着物・・・

粘土・・・

内面黒色処理・・・

焼土・被熱範囲・・・ 炭化材・・・
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図版四〇　遺構（井戸状遺構）
SE-331（南から）
SE-331 断ち割り（南から）
SE-365（南から）

図版二六　遺構（竪穴住居跡）
SI-1001（南から）
SI-1001 カマド（南から）
SI-1002（南から）
SI-1002 カマド（南から）
SI-1003（南から）
SI-1003 カマド（南から）
SI-1010（南から）
SI-1010 カマド掘り方（南から）
図版二七　遺構（竪穴住居跡）
SI-1004（南から）
SI-1004 カマド（南から）
SI-1005 出土状況（南から）
SI-1005（南から）
SI-1006（南から）
SI-1006 カマド（南から）
SI-1007（南から）
SI-1007 カマド（南から）
図版二八　遺構（竪穴住居跡）
SI-1009（南から）
SI-1009（平成 17 年度調査部分・南から）
SI-1009 カマド（南から）
SI-1014・SX-1190（南から）
SI-1014 出土状況（東から）
SI-1014 カマド焚き口出土状況（南から）
SI-1014 貯蔵穴上面出土状況（南西から）
SI-1014 カマド・貯蔵穴（南から）
図版二九　遺構（竪穴住居跡）
SI-1014 入り口ピット（南から）
SI-1015a（南から）
SI-1015b （南から）
SI-1015 カマド（南から）
SI-1016（南から）
SI-1016 カマド（南から）
SI-1017・1016（南から）
SI-1018（南から）
図版三〇　遺構（竪穴住居跡）
SI-1018 カマド出土状況（南西から）
SI-1018 カマド（南から）
SI-1019（南から）
SI-1019 出土状況（東から）
SI-1020（南から）
SI-1020 カマド（南から）
SI-1023（平成 17 年度調査）（南から）
SI-1023（平成 15 年度調査）（東から）
図版三一　遺構（竪穴住居跡）
SI-1023 カマド出土状況（南から）
SI-1024 出土状況（南から）
SI-1024（西から）
SI-1024 カマド出土状況（西から）
SI-1301a（南東から）
SI-1301b（南から）
SI-1301 カマド出土状況（南から）
SI-1301 掘り方（南から）
図版三二　遺構（竪穴住居跡）
SI-1301 カマド袖出土状況（南から）
SI-1302（南から）
SI-1303（南から）
SI-1304（南から）
SI-1304 出土状況（南から）
SI-1305（西から）
SI-1305 カマド（東から）
SI-1305 ステップ状施設（北から）
図版三三　遺構（掘立柱建物跡）
SB-82（南から）
SB-83（南西から）
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SE-365 断ち割り（南から）
SE-590（南から）
SE-590 断ち割り（南から）
SE-591（北から）
SE-591 断ち割り（南から）
図版四一　遺構（土坑）
SK-1188（西から）
SK-1188 作業風景（北から）
SX-37（南東から）
SK-353（東から）
S-593（東から）
S-593 断面（南西から）
S-1371（西から）
H13 年度調査参加者
図版四二　遺物（竪穴住居跡）
SI-01・02・03
図版四三　遺物（竪穴住居跡）
SI-04・05・06・08
図版四四　遺物（竪穴住居跡）
SI-08・09・10・11・12・14
図版四五　遺物（竪穴住居跡）
SI-14・15・16
図版四六　遺物（竪穴住居跡）
SI-19・21・23・25・26・27・28・29
図版四七　遺物（竪穴住居跡）
SI-29・30・31
図版四八　遺物（竪穴住居跡）
SI-31・34
図版四九　遺物（竪穴住居跡）
SI-35・38・40・41・44
図版五〇　遺物（竪穴住居跡）
SI-45・46・47・59
図版五一　遺物（竪穴住居跡）
SI-59・65・67・70・71・72・73・75
図版五二　遺物（竪穴住居跡）
SI-74・77・76・88・89・90・91・92・95・1000
図版五三　遺物（竪穴住居跡）
SI-1001・1002・1003・1004・1006・1010
図版五四　遺物（竪穴住居跡）
SI-1005・1007・1009・1014
図版五五　遺物（竪穴住居跡）
SI-1014
図版五六　遺物（竪穴住居跡）
SI-1014・1015・1017・1018・1020・1023
図版五七　遺物（竪穴住居跡）
SI-1019・1024
図版五八　遺物（竪穴住居跡）
SI-1024・1301
図版五九　遺物（竪穴住居跡・竪穴状遺構）
SI-1302・1303・1304・SX-43
図版六〇　遺物（円形周溝遺構・掘立柱建物跡等）
SX-1190・SB-98・SK-1037・1216・1224・SX-970 ･ 971・
S-770 ･ 1325・旧石器
図版六一　遺物（溝状遺構・石製品・土製品等）
SD-600・973・1050・SX-53・土製品・石製品・鉄滓・墨書土器・
金属製品
図版六二
金属製品
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第 1 節　調査に至る経緯

　北関東自動車道（路線名「北関東自動車道高崎水戸線」）は、群馬県高崎市から茨城県ひたちなか市に至

る延長約 150km の国土開発幹線自動車道である。群馬、栃木、茨城３県の主要都市並びに国際港常陸那珂

港を結ぶとともに、上信越自動車道や中部横断自動車道と一体となり、東京から 100 ㎞～ 150 ㎞圏を環状

に結ぶ「関東環状道路」を形成する高速道路である。関東地方における高速道路網の強化により各主要都市

の交流の促進や地域の総合的発展の基盤施設としての役割が期待されている。栃木県内は足利市、佐野市、

岩舟町、栃木市、都賀町、壬生町、下野市、宇都宮市、上三川町、真岡市、二宮町の６市５町、約 58km

を通過する。このうち、東北自動車道（栃木都賀 J.C.T）から新 4 号国道（宇都宮上三川 I.C）までの約

19km は優先着工区間とされ、平成 12 年 7 月 27 日に開通している。東北自動車道重複区間及び優先着工

区間の両側に位置する上三川〜二宮間、足利〜岩舟間においては平成３年２月８日都市計画決定、平成３年

12 月３日基本計画決定、平成８年 12 月 27 日整備計画決定をへて、群馬県境～足利は平成９年 12 月 25 日、

真岡〜茨城県境は平成 10 年 4 月８日にそれぞれ施行命令が出されている。

　日本道路公団東京第一建設局（当時、以下公団）長は施行命令を受け、平成９年７月１日、栃木県土木部

高速道路対策室（当時、以下県高対室）を経由し県教育長あて路線内の埋蔵文化財について照会した。そこ

で栃木県教育委員会事務局文化課（以下県文化課、平成 11 年度より県文化財課）は、平成 9 年７月８日か

ら 18 日にかけて所在調査を実施した。この調査により周知の埋蔵文化財包蔵地を中心に上三川〜二宮間で

14 箇所、岩舟〜足利間で 18 箇所の調査必要箇所が確認された。結果は平成 10 年３月 18 日付で公団局長

あて回答され、あわせて県高対室長あて報告された。

　これら調査必要箇所の取り扱いについて、県文化課、公団、県高対室による協議の結果、工事の影響を免

れない範囲について記録保存のための発掘調査を実施することとなった。そのため、平成 13 年 1 月 15 日、

公団局長、県教育長及び発掘主体者の財団法人とちぎ生涯学習文化財団（以下財団）理事長により「北関東

自動車道（足利〜岩舟、上三川〜二宮）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の実施に関する協定書」（以下

協定書）が締結された。この協定書において、上記の 32 箇所について現地発掘調査期間は平成 18 年 3 月まで、

整理作業・報告書作成期間は平成 19 年 3 月まで、費用概算額は 2,167,967,000 円とされた。また、平成

12 年度は上三川〜二宮間の柳林遺跡、西物井遺跡、峰高前遺跡について調査に着手することとなり、協定

書に基づき公団局長及び財団理事長間で「埋蔵文化財発掘調査業務委託契約書」が締結され、北関東自動車

道上三川〜二宮間及び足利〜岩舟間の発掘調査が開始された。

　その後、財団は文化財課の指導にもとづき発掘調査業務を実施してきたところ、工事予定の変更や新たな

埋蔵文化財包蔵地の確認等により協定書中全体実施計画等の見直しが必要となった。そのため、平成 18 年

3 月 29 日付、東日本高速道路株式会社（平成 17 年 10 月 1 日、日本道路公団の民営化に伴い設立：以下東

日本高速（株））関東支社宇都宮工事事務所長、県教育長及び財団理事長により「北関東自動車道（足利〜岩舟、

上三川〜二宮）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の実施に関する変更協定書（第１回変更）」が締結された。

この協定においては新たに 4 箇所を加えた 36 箇所（壬生 P.A 新規建設に伴う都賀～上三川間の谷向遺跡を

含む）について、現地発掘調査は平成 23 年 3 月まで、また整理作業、報告書作成は平成 24 年 3 月までの期間、
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第1図
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⑤山王遺跡

④柳林遺跡

③五霊遺跡

②高島遺跡群

⑦茅堤北遺跡

⑨伊勢崎Ⅲ遺跡

⑬曲田遺跡

⑭馬場先遺跡

⑥原北遺跡

⑧伊勢崎Ⅳ遺跡

⑩下陰遺跡

⑪西物井遺跡

⑫峰高前遺跡

①西赤堀遺跡

第１図　北関東自動車道（上三川〜二宮間）関連の遺跡（S=1/80,000）
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No. 遺跡名 所在地
当 初 調 査
対 象 面 積

（㎡）
調査区分

調査
面積

（㎡）
遺　跡　の　概　要

1 西赤堀遺跡
（18年度報告）

河内郡上三川町
西汗

27,100 発掘 24,260 平成 13 〜 15 年度本調査。縄文時代住居跡 1 軒・
古墳時代住居跡 59 軒・古墳 2 基など。

確認 630 対象面積：5,000 ㎡
2 高島遺跡群

（19年度報告）
河内郡上三川町
西汗

29,000 発掘 10,500 平成 13・14 年度本調査。古墳〜平安時代住居跡
18 軒・掘立柱建物跡 11 棟など。

確認 930 対象面積：8,300 ㎡
試掘 1,085 対象面積：17,100 ㎡

3 五霊遺跡 河内郡上三川町
東汗

10,400 発掘 9,385 平成 14・15 年度本調査。古墳〜平安時代住居跡
19 軒・溝跡 30 条など。

試掘 1,266 対象面積：10,400 ㎡
4 柳林遺跡 真岡市

柳林・亀山
9,200 試掘 369 平成 12 年度試掘調査 ( 対象面積：9,200 ㎡ )

遺構なし。
5 山王遺跡 真岡市長田 11,000 試掘 1,018 平成 14・16 年度試掘調査 ( 対象面積：11,000 ㎡ )

遺構なし。
6 原北遺跡 真岡市西高間木 6,600 発掘 1,500 平成 15 年度本調査。時期不明の溝 2 条。

試掘 570 対象面積：5,900 ㎡
7 茅堤北遺跡 真岡市伊勢崎 3,300 試掘 804 平成 14 年度試掘調査 ( 対象面積：3,300 ㎡ )

遺構なし。
8 伊勢崎Ⅳ遺跡 真岡市伊勢崎 7,900 試掘 620 平成 14 年度試掘調査 ( 対象面積：7,900 ㎡ )

遺構なし。  
9 伊勢崎Ⅲ遺跡 真岡市伊勢崎 10,500 発掘 8,100 平成 15 年度本調査。旧石器時代遺物ブロック・古

墳〜平安時代住居 3 軒など。
確認 404 対象面積：2, 700 ㎡

10 下陰遺跡 真岡市八木岡 64,700 発掘 41,183 平成 13・14・17・18 年度本調査。縄文時代住居跡
5 軒・古墳〜平安時代住居跡 8 軒・古墳 2 基・中世
遺構（方形竪穴等）約 5,000 基など。

試掘 2,822 対象面積：37,476 ㎡
11 西物井遺跡 芳賀郡二宮町

物井
26,800 発掘 26.350 平成 13 〜 17 年度本調査。古墳〜平安時代住居跡

73 軒・方形周溝遺構 9 基・中近世土坑等 320 基・
溝 104 条・ピット約 1500 基など。

確認 1,047 対象面積：6,900 ㎡
12 峰高前遺跡

（当報告書）
芳賀郡二宮町
物井

17,600 発掘 13,780 平成 13 〜 15・17 年度本調査。古墳〜平安時代住
居跡 104 軒・掘立柱建物跡 22 棟・溝 27 条・井戸
状遺構・円筒形土坑 62 基など。

確認 2,097 対象面積：22,900 ㎡
13 曲田遺跡 芳賀郡二宮町

高田
22,150 発掘 28,310 平成 13 〜 16 年度本調査。古墳時代住居跡 34 軒・

古墳 2 基など。
確認 2,592 対象面積：22,150 ㎡

14 馬場先遺跡 芳賀郡二宮町
水戸部

10,600 発掘 10,600 平成 15 年度本調査。奈良・平安時代住居跡 5 軒など。
試掘 530 対象面積：9,000 ㎡

第 1表　北関東自動車道（上三川〜二宮間）埋蔵文化財発掘調査箇所一覧

費用概算額は 3,302,692,000 円と変更された。

　なお、平成 19 年 3 月には、上三川〜二宮間における 14 箇所の現地発掘調査が全て終了した。また、平

成 20 年３月までに足利〜岩舟間及び都賀～上三川間における 22 箇所の現地発掘調査も終了する予定であ

る。整理報告書作成作業においては、全ての遺跡について平成 23 年度までに報告書を刊行する予定である。

　峰高前遺跡は平成 9 年に実施された路線内の所在調査により新規に確認された埋蔵文化財包蔵地で、二

宮町物井地内に所在する。平成 12 年度の確認調査に続き発掘調査は平成 13 年度から 17 年度にかけて実施

したが、路線内にある他遺跡の発掘調査と併せて断続的に行われたため、実際の調査期間は 1 年 11 ヶ月で

ある。整理・報告書作成作業は、発掘調査に引き続いて平成 15 年度下半期から平成 19 年度上半期まで断

続的に、のべ 3 年間にわたって実施した。
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調査組織

平成 12 年度
　埋蔵文化財センター所長	 山内　正吉
　管理部長			   中田　清
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子	
　主幹兼調査部長		  大金　宣亮
　大規模調査班班長　		  橋本　澄朗
　北関東道路調査担当総括	 藤田　典夫
　主査　鈴木　元　　主査　塚本　師也　　主査　進藤　敏雄
　主任　谷中　隆　　主任　安永　真一　　主任　亀田　幸久
　技師　安藤　美保　技師　平久保直希　　技師　合田恵美子
　嘱託調査員　大島美智子

平成 13 年度
　埋蔵文化財センター所長	 望月　守
　管理部長			   中田　清
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子	
　主幹兼調査部長		  大金　宣亮
　大規模調査班班長　		  橋本　澄朗
　北関東道路調査担当総括	 藤田　典夫
　主査　永岡　正美　　主査　賀川　倫夫　　主査　塚本　師也
　主査　進藤　敏雄　　主査　森口　尚志　　主任　仲山　英樹
　主任　池田　敏宏　　主任　田代　己佳　　主任　安永　真一
　主事　横田　正宏　　技師　合田恵美子　　主事　吉村　英子
　調査補助員　玉橋さやか　堺　陽子

平成 14 年度
　埋蔵文化財センター所長	 望月　守
　管理普及部長		  中田　清
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子	
　主幹兼調査部長		  大金　宣亮
　大規模調査班班長　		  橋本　澄朗
　北関東道路調査担当総括	 藤田　典夫
　主査　永岡　正美　　主査　賀川　倫夫　　主査　塚本　師也
　主査　森口　尚志　　主査　仲山　英樹　　主査　西田　知生
　主任　江原　英　　　主任　池田　敏宏　　主任　田代　己佳
　主任　安永　真一　　主任　亀田　幸久　　主任　塚田　浩久
　主任　横田　桂　　　技師　安藤　美保　　技師　合田恵美子
　主事　吉村　英子
　嘱託調査員　平山　紋子（7/1 〜 3/31）
　調査補助員　玉橋さやか　平山　紋子（4/1 〜 6/30）

平成 15 年度
　埋蔵文化財センター所長	 篠原　洋
　管理普及部長		  中田　清
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子	
　主幹兼調査部長兼大規模調査班班長　橋本　澄朗
　北関東道路調査担当総括	 藤田　典夫
　主査　芹澤　清八　　主査　賀川　倫夫　　主査　塚本　師也
　主査　森口　尚志　　主査　鈴木　泰浩　　主査　西田　知生
　主任　池田　敏宏　　主任　田代　己佳　　主任　亀田　幸久
　主任　横田　桂　　　技師　合田恵美子　　主事　吉村　英子
　嘱託調査員　平山　紋子（4/1 〜 8/31）
　調査補助員　玉橋さやか　鈴木　芳英　平山　紋子（9/1 〜 3/31）

平成 16 年度
　埋蔵文化財センター所長	 篠原　洋
　管理普及部長		  大田原　博
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子
　主幹兼調査部長兼大規模調査班長　	 橋本　澄朗
　北関東道路調査担当係長	 藤田　典夫
　主査　芹澤　清八　　主査　塚本　師也　　主査　西田　知生
　主査　中村　享史　　主任　池田　敏宏　　主任　田代　己佳
　主任　横田　桂　　　主任　吉田　哲　　　技師　合田恵美子
　調査補助員　玉橋さやか　平山　紋子　鈴木　芳英

平成 17 年度
　埋蔵文化財センター所長	 篠原　洋
　管理部長			   大田原　博
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子
　主幹兼調査部長		  橋本　澄朗
　大規模調査班班長兼北関東道路調査担当ﾘｰﾀﾞｰ	 川原　由典
　主査　芹澤　清八　　主査　椎名　聡　　　主査　仲山　英樹
　主査　西田　知生　　主査　中村　享史　　主査　篠原　浩恵
　主査　田代　己佳　　主任　池田　敏宏　　主任　江原　英　　　　　
　主任　横田　桂　　　主任　吉田　哲　　　主任　宮田　宣浩　　　　
　主任　合田恵美子
　嘱託調査員　　玉橋さやか　鈴木　芳英
　調査補助員　　平山　紋子　村田　沙織
　

平成 18 年度
　埋蔵文化財センター所長	 篠原　洋
　管理部長			   大田原　博
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子
　調査部長			   川原　由典	
　北関東道路調査担当副主幹	 初山　孝行
　主査　進藤　敏雄　　主査　椎名　聡　　　主査　仲山　英樹
　主査　中村　享史　　主査　伊藤　信二　　主査　高野　欽哉　　
　主査　田代　己佳　　主査　江原　英　　　主査　磯　　寿人
　主任　横田　桂　　　主任　今平　昌子　　主任　亀田　幸久
　主任　吉田　哲　　　主任　宮田　宣浩　　主任　合田恵美子
　主事　峰埼　武昭
　嘱託調査員　　田村　雅樹　　玉橋さやか　　鈴木　芳英
　調査補助員　　長濱　健一　　村田　沙織

平成 19 年度
　埋蔵文化財センター所長	 篠原　洋
　管理部長			   安西　和雄
　管理部管理担当　主任		  桜井　恭子
　調査部長			   川原　由典	
　北関東道路調査担当副主幹	 初山　孝行
　主査　仲山　英樹　　主査　篠原　浩恵　　主査　田代　己佳
　主査　池田　敏宏　　主任　合田恵美子　　主事　峰埼　武昭
　嘱託調査員　田村　雅樹
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（１）確認調査の経過
　平成 12 年度に実施した峰高前遺跡の確認調査では、調査対象範囲 17,600 ㎡のうち約 7％にあたる 1,339

㎡を掘削した（第 3 図）。確認トレンチは未買収地を除く調査対象範囲に、現道に沿って 20m おきに２ｍ

の幅で 11 本設定し、ローム上面まで掘削を行った。その結果、対象範囲の北側に設定したトレンチ 1 〜 5 で、

竪穴住居跡が 17 軒確認された。対象範囲の南側に設定した６本のトレンチのうち、トレンチ６・８では土

師器・須恵器が含まれる溝状遺構が確認された。また、トレンチ 10 では遺構は確認されなかったが、遺物

の散布が認められた。さらに南のトレンチ 7・9・11 では遺物・遺構共に確認されなかった。

　以上の結果を受けて、峰高前遺跡の取り扱いについて協議が行われ、遺構・遺物が認められなかった部分

（第３図網かけ部分）を除き、埋蔵文化財センターで本調査を実施することとした。また、未買収地につい
第２図

西物井遺跡

県道調査区

北関東道調査区

散布地
（峰高北）

峰高城推定地

桜町陣屋跡

峰高前遺跡

第２図　峰高前遺跡調査区の位置（Ｓ＝ 1/10,000）



－ � －

第 1 章　調査の経緯

ては周辺の遺構確認状況や、現地表面で

も遺物の散布が認められることから、確

認調査は行わずに次年度以降本調査を行

うこととした。さらに、確認調査範囲の

北端でも竪穴住居跡が確認され、遺跡の

範囲がさらに北側に延びることが予想さ

れた。そのため、遺跡の範囲を確定する

ために、隣接する北側の路線内（第３図

平成 14 年度試掘調査範囲）についても

次年度以降試掘調査を行う方向で、関係

各機関と調整することとした。

　北側路線内の試掘調査対象範囲につい

ては、平成 14 年度上半期の本調査と同

時に試掘調査を行う計画だったが、トレ

ンチを掘削した直後に湧水により調査が

不可能となった。よって、14 年度下半期

の本調査時にあらためて調査を行うこと

とした。試掘トレンチは現道に沿って約

10 ｍおきに２m の幅で設定したが、調

査区の中央に溜め池があったため、トレ

ンチ２と４の間はやや広めに開いている。

トレンチをローム上面まで掘削し、精査

した結果、トレンチ２・３・５で時期不

明の土坑 15 基とピット状遺構 10 基が確

認された（第３章第５節時期不明の遺構

参照）。また、調査区の大部分が低地で

あり、遺構は G12 グリッド付近にわずか

に残る台地上の限られた部分にのみ確認

されていることが明らかとなった。この

結果をうけて対応を協議した結果、遺構・

遺物がこれ以上広がる可能性は少ないと

判断し、トレンチ内のみ調査を行い本調

査は実施しないこととした。

（２）発掘調査の方法
　発掘調査はまず、重機による表土除去から行った。確認調査の結果、ローム土上面まで掘削すると竪穴住

居跡の壁面がほとんど残らないことがわかっていたため、それよりも上位のローム漸移層中で遺構を確認す

るように努めた。

第３図　峰高前遺跡調査区及びトレンチ配置図
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　表土除去後、国土座標第Ⅸ系に基づき

発掘調査区内に 10 ｍ× 10 ｍの大グリッ

ドを設定し、東西方向に西から東へ向

かって大文字アルファベット、南北方向

に北から南へ向かって算用数字を割り当

て、その組み合わせをグリッド名とした

（第 3 図）。また、必要に応じてさらにグ

リッド内を２ｍ×２ｍの小グリッドに分け、

北西から南東に向かって順に小文字アル

ファベットを割り当てた。遺構確認面や

遺構外の遺物は、大グリッドを基準に取

り上げた。なお、国土座標系は平成 14 年

4 月に日本測地系から世界測地系に移行

したが、峰高前遺跡では平成 13 年度に日

本測地系に基づいてグリッドを設定して

いたため、煩雑さを避けるため、平成 14 年度以降の調査でも日本測地系によるグリッドを使用し、本報告

書においてもそのまま掲載している。

　重機による表土除去後、ジョレンによる遺構確認作業を行い、確認状況を図面で記録した。この確認状況

図に基づいて竪穴住居跡・掘立柱建物跡を中心に主な遺構には S-1 〜 100 の数字を予め割り振った。また、

S-101 番以降は土坑・溝・ピットなどの遺構に割り振り、こちらは調査順に発番することとした。当初、主

な遺構は 100 を超えることがないと予測していたためこのように発番を行ったが、次年度以降に予想以上

の竪穴住居跡が確認されたため、さらに S-1000 から 1030、S-1301 から 1305 までを竪穴住居跡・掘立柱

建物跡の番号として発番した。全体の遺構番号は、整理作業時の振り替えを含め S-1400 まで発番している。

　遺構確認作業後、各遺構の掘り下げを順次行った。竪穴住居跡は十字に断面観察用のベルトを設定し、確

認面で住居プランがはっきりしない遺構については、このベルトに沿ってトレンチ状に掘り下げ、床面と壁

を確認した後に覆土の掘り下げを行った。竪穴住居全体が掘りあがった段階で平面図を作成し、レベリン

グを行った。カマドは住居とは別に、平面図及び十字に断

面図を作成した。柱穴や貯蔵穴については半裁し、断面図

及びエレベーション図を作成した。出土遺物については床

面上あるいは覆土中の大型の遺物を中心として平面図に位

置とレベルを記録し、その他の遺物はベルトによって分け

られた４つの区ごとにとりあげた。その他の遺構は基本的

に半裁（溝状遺構はベルトを設定）し、断面図を作成した。

平面図はなるべくグリッド毎にまとめて作成した。各遺構

の平面図は基本的に 1/20 の縮尺で１ｍ×１ｍのメッシュに

より測量したが、平成 17 年度調査ではメッシュを設定す

ることができなかったため、平板による測量を行った。調

査区内の低地についてはトレンチを掘り下げて、土層の堆

ﾄﾚﾝﾁ No. 幅 (m) 長 (m) 面積 ( ㎡ ) 調査結果
ﾄﾚﾝﾁ 1 2.0 92.0 184.0 遺構・遺物なし
ﾄﾚﾝﾁ 2 2.0 90.0 180.0 時期不明の遺構
ﾄﾚﾝﾁ 3 2.0 42.0 84.0 時期不明の遺構
ﾄﾚﾝﾁ 4 2.0 48.0 96.0 遺構・遺物なし
ﾄﾚﾝﾁ 5 2.0 50.0 100.0

（拡張 114.0）
遺構・遺物あり（時期不明）

ﾄﾚﾝﾁ No. 幅 (m) 長 (m) 面積 ( ㎡ ) 調査結果
ﾄﾚﾝﾁ 1 2.0 69.0 138.0 古墳時代以降竪穴住居跡・遺物多数
ﾄﾚﾝﾁ 2 2.0 56.5 113.0 古墳時代以降竪穴住居跡・遺物多数
ﾄﾚﾝﾁ 3 2.0 32.5 65.0 古墳時代以降竪穴住居跡・遺物多数
ﾄﾚﾝﾁ 4 2.0 40.5 81.0 古墳時代以降竪穴住居跡・遺物多数
ﾄﾚﾝﾁ 5 2.0 39.0 78.0 古墳時代以降竪穴住居跡・遺物多数
ﾄﾚﾝﾁ 6 2.0 94.0 188.0 時期不明の溝・遺物
ﾄﾚﾝﾁ 7 2.0 59.5 119.0 遺構・遺物なし
ﾄﾚﾝﾁ 8 2.0 88.0 179.0 時期不明の溝・遺物
ﾄﾚﾝﾁ 9 2.0 69.0 138.0 遺構・遺物なし
ﾄﾚﾝﾁ 10 2.0 79.0 158.0 遺物少量
ﾄﾚﾝﾁ 11 2.0 41.0 82.0 遺構 ・遺物なし

第２表　平成 12年度確認トレンチ概要

第３表　平成 14年度試掘トレンチ概要

第４図　グリッド基準図
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積状況を確認した。調査区全体の地形測量も検討したが、後世の削平により特に台地部分の地形が大きく損

なわれていると判断し、レベリングのみ行い、等高線図は作成しなかった。

　写真撮影は 35mm モノクロとリバーサルフィルムを用い、基本的に遺構断面図、遺物の出土状況、完掘

状況について撮影した。また、一部の竪穴住居跡の完掘状況は、6 ×７モノクロによる撮影もあわせて行った。

（３）発掘調査（本調査）の経過
　本調査は平成 13 年度４月から平成 17 年度 6 月までのべ 1 年 11 ヶ月間に渡って実施した。以下に、調

査の概要及び発掘調査日誌抄としてその経過を記す。

平成 13年度
　平成 13 年度は、本調査対象地区のうち宅地の残る箇所を除く 6,450 ㎡の本調査を行った。その結果、竪

穴住居跡 59 軒、溝跡 20 条、土坑約 270 基などが発見された。

4 月 1 日〜 12 日		 発掘調査準備。　

4 月 13 日		  現地にて道路公団と協議。

4 月 17 日		  日本道路公団宇都宮工事事務所にて公団と協議。

4 月 23 日		  現場事務所設営。

4 月 23 日〜 5 月 14 日	 重機による表土除去。機材等搬入。

5 月 11 日〜 15 日	 基準杭設定。

5 月 21 日〜 29 日	 遺構確認作業、遺構確認全体図作成。

5 月 30 日〜 11 月 15 日	 H13 北側調査区遺構調査。

11 月 19 日〜 27 日	 H13 南側調査区遺構調査。

11 月 28 日		  航空写真撮影。

11 月 29・30 日		  遺跡見学会準備。機材等撤収。

12 月 1 日		  遺跡見学会開催（213 名参加）。現場事務所撤去。

平成 14年度
　平成 14 年度は、本調査対象地区のうち宅地の残る箇所を除く 4,058 ㎡の本調査を行った。調査は調査区

の買収状況により 3 ヶ月ずつのべ 6 ヶ月にわたって実施した。その結果、竪穴住居跡 19 軒、掘立柱建物跡

13 棟、溝跡 1 条、土坑約 340 基などが発見された。

4 月 1 日〜 11 日		 発掘調査準備。

4 月 12 日		  日本道路公団宇都宮工事事務所にて道路公団と協議。

4 月 15 日〜 17 日	 重機による試掘調査区のトレンチ掘削。

4 月 18 日〜 30 日	 重機による表土除去及び平成 13 年度調査区の井戸状遺構断ち割り調査。		

			   現場事務所設営、機材等搬入。

5 月 1 日・2 日		  基準杭設定。

5 月 7 日・8 日		  遺構確認作業、遺構確認全体図作成。

5 月 9 日〜 14 日		 H14 北側調査区遺構調査	（水没したため調査中断）。

5 月 15 日〜 6 月 4 日	 H14 南側調査区遺構調査。

6 月 5 日・6 日		  H14 南側調査区航空写真撮影。

現地説明会（平成 13 年 12 月 1 日）
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6 月 7 日〜 24 日		 H14 北側調査区遺構調査。遺物洗浄・注記、図面整理。

6 月 25 日〜 28 日	 機材等撤収。（一時中断）

10 月 1 日〜 4 日		 調査準備、機材等搬入。	

10 月 7 日〜 9 日		 重機による表土除去及び H14 南側調査区井戸状遺構断ち割り調査。

10 月 10 日		  基準杭設定、遺構確認作業、

			   遺構確認全体図作成。

10 月 11 日〜 11 月 8 日	 H14 中央調査区遺構調査。

11 月 9 日〜 12 月 10 日	 H14 北側調査区遺構調査。

12 月 11 日〜 13 日	 H14 北側調査区・中央調査区航空写真撮影。

12 月 16 日〜 18 日	 発掘機材等撤収。

12 月 19 日〜 26 日	 重機による試掘調査区埋め戻し。

平成 15年度
　平成 15 年度は、本調査対象地区のうち 3,400 ㎡の本調査を行った。その結果、竪穴住居跡 22 軒、堀立

柱建物 9 棟、溝跡 4 条、土坑・ピット状遺構約 270 基が発見された。当年度の調査を持って、峰高前遺跡

における北関東自動車道本線部分 13,908 ㎡の全ての発掘調査が終了した。隣接する側道部分に関しては、

本線部分の調査結果を基に本調査が必要な範囲を確定し、調査の実施時期などは次年度以降に公団および二

宮町教育委員会と協議を行うこととした。

4 月 1 日〜 11 日		 発掘調査準備。

4 月 14 日〜 16 日	 重機による表土除去（宅地部分除く）。

4 月 17 日		  基準杭設定。

4 月 21 日・22 日		 遺構確認作業、遺構確認全体図作成。

4 月 23 日〜 5 月 8 日	 低地部分トレンチ調査。

5 月 6 日〜 7 月 4 日	 宅地部分を除く調査区の遺構調査。

7 月 8 日〜 16 日		 宅地部分表土除去。

7 月 15 日〜 17 日	 遺構確認作業、遺構確認全体図作成。

7 月 22 日〜 25 日	 低地部分トレンチ調査。

7 月 28 日〜 9 月 16 日	 宅地部分遺構調査。

9 月 17 日		  航空写真撮影。

9 月 22 日		  地元住民対象遺跡見学会（23 名参加）

9 月 24 日〜 30 日	 機材等撤収、現場事務所撤去。

10 月 29 日〜 31 日	 H14 年度試掘トレンチ埋め戻し、

　　　　　　　　　　　　井戸状遺構断ち割り調査。

平成 17年度
　平成 17 年度は、本線部分に隣接する側道部分 630 ㎡の本調査を行った。その結果、竪穴住居跡 10 軒（前

年度までに一部調査 5 軒含む）、溝跡 2 条、土坑・ピット状遺構約 80 基が発見された。当年度の調査をもっ

て、本線部分および側道部分 13,780 ㎡の本調査がすべて終了した。

平成 14 年度調査風景

遺跡見学会（平成 15 年 9 月 22 日）

マイチャレンジ事業（平成 15 年 11 月）
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4 月１日〜 28 日		  発掘調査準備。

4 月 13 日〜 18 日	 現地にて公団、二宮町教育委員会と協議。

5 月 9 日・10 日　	 重機による表土除去、遺構確認作業。

5 月 11 日		  基準杭設定。	

5 月 11 日〜 6 月 8 日	 遺構調査。

6 月 9 日			  航空写真撮影実施。

6 月 10 日〜 15 日　	 機材等撤収。

6 月 16 日〜 22 日	 調査区埋め戻し。

6 月 23 日〜 30 日	 現地調査終了に係る事務処理。

（４）整理作業の経過
　発掘調査で記録された情報は、遺構図面 650 枚、35mm モノクロ及びリバーサルフィルム 35 枚撮り各

325 本、6 ×７モノクロ 12 枚撮り 33 本、遺物収納箱 200 箱分の土師器・須恵器を中心とする出土遺物で

ある。これらの整理作業、報告書作成は平成 15 年度下半期から平成 16 年度を北関東自動車道発掘調事務

所（北関本部棟）、平成 18 年度から 19 年度上半期までを埋蔵文化財センターで行った。遺物の洗浄や写真

整理、図面修正などの基礎整理作業はなるべく発掘調査と同時に行う

ように努めた。遺物の洗浄、注記については平成 14 年度調査分まで

を発掘現場で行った。

　平成 15 年度は北関本部棟で整理作業を行った。平成 15 年度調査分

の遺物洗浄、注記作業を行った後、12 月から接合作業を開始し、同

時に報告書掲載遺物と不掲載遺物を分類した。また、15 年度調査分

の写真整理を併せて行った。

　平成 16 年度も北関東本部棟で整理作業を行った。遺物の実測・ト

レース作業が中心で、同時に遺物観察表の作成も行った。平成 16 年

度までに作成した遺物実測図は、スキャニングによるデジタル化を委

託業務として実施した。また、1 月以降にコンピュータによる遺構図

のトレース作業を開始した。あわせて遺構一覧表を作成した。

　1 年間の中断の後、平成 18 年度は 17 年度調査分の基礎整理作業

から開始した。５月末で遺物の実測・トレースまでが終了したため、

続いて写真図版掲載遺物を樹脂で補強する作業を行った。また、6 月

からコンピュータによる遺構図トレース作業を再開した。トレース作

業は版下作成も含め、３月末で終了した。これらの作業と並行して原

稿執筆を始め、3 月に遺物写真図版の作成を委託業務として実施した。

　平成 19 年度は原稿執筆と、コンピュータによる遺構図以外の版下

作成作業を中心に行い、あわせて編集作業を進めた。8 月は原稿執筆、

編集作業が終了し、入稿を行った。その後、校正作業とあわせて遺物

及び遺構図面、写真等の収納を行った。

　平成 19 年 9 月刊行の本報告書を持って、北関東自動車道建設に伴う峰高前遺跡の発掘調査は全て終了した。

遺物実測作業

遺物復元作業

コンピュータトレース作業

平成 17 年度調査風景
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第 1 節　地理的環境

　峰高前遺跡は、栃木県南東部の芳賀郡二宮町物井地内に所在する。二宮町の中心部である久下田駅周辺か

らは北東へ約４km、真岡市街からは南東へ約４km である。周辺は昭和 20 年代から数回にわたって行われ

た圃場整備事業により水田化が進み、のどかな田園風景の広がる平地となっている。

　栃木県の地形は大まかに、東部山地（八溝山地）と西部山地（帝釈山地・足尾山地）、及びその間にある

中央部平地に三分される。中央部平地は、南流する河川の浸食によって形成された南北に細長い河岸段丘面

と沖積低地からなる。堆積した火山灰層（関東ローム層）の層序によって宝積寺面、宝木面、田原面、沖積

低地の絹島面に区分されているが、峰高前遺跡は田原面の下位面に相当する西根台地の南西端に位置してい

る。ここは関東平野と八溝山地の境目にあたり、南北に細長い台地と低地、河川が繰り返される地形となっ

ている。周辺の主要河川としては台地の西側に五行川、台地東部に中央部低地と東部山地を分ける小貝川が

あり、ほぼ並行して南流している。五行川は茨城県筑西市内（旧下館市）で小貝川と合流し、小貝川は取手

市内で利根川と合流する。

　遺跡が位置する台地面は五行川や小貝川及びその支流によって細かく開析されているが、水田化が進んで

いることもあり、現在ではそのような微地形をうかがうことはできない。峰高前遺跡や隣接する西物井遺

跡の調査によって、圃場整備が行われ

る以前の地形が部分的に確認されてい

るが、その成果によれば遺跡周辺は南

北に長い小規模な低台地と埋没谷、低

地が交互に連なる地形であると予測さ

れる。低台地の標高は西物井遺跡で

約 58 ｍ、峰高前遺跡で約 55 〜 56 ｍ、

さらに南の曲田遺跡で約 52 ｍと、南

に行くほど低くなる。周辺の低地の

標高は、小貝川低地が 55 ｍ、五行川

低地が 53 ｍとなっており、遺跡が位

置する低台地との標高差はほとんどな

いと言ってよい。峰高前遺跡では台地

と低地の境はなだらかに傾斜しており、

崖となって急激に落ち込むといった状

況が確認できない（第３章第５節低地

の調査参照）ことからも、遺跡周辺の

低台地は低地の中に残された微高地状

を呈することがわかる。一方、西物井
第５図　峰高前遺跡の位置

埼  玉  県

茨  城  県

二 宮 町

福  島  県

群  馬  県

峰高前遺跡

0 1：1000,000 30km

第5図
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第６図　周辺の地形図（S=100,000）

遺跡が位置する栃井・門無付近や市ノ塚遺跡が位置する高田周辺などは、このような低台地の中でも比較的

安定した大規模な台地であると予測され、現在でも集落がまとまって存在している。特に市ノ塚遺跡ではロー

ム層序が安定して確認されており、水被による粘土化が著しい本遺跡とは異なる状況も明らかとなっている。

参考文献
栃木県史編纂委員会　　　1976『栃木県史』資料編　考古一
真岡市史編さん委員会　　1984『真岡市史』第一巻　考古資料編
栃木県企画部資源対策課　1990『土地分類基本調査　真岡』
二宮町史編さん委員会　　2006『二宮町史』資料編Ⅰ　考古・中世
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第２節　歴史的環境

　二宮町では、五行川西岸の久下田地区を中心にとして古墳時代から近世にかけての遺跡が多く所在してい

る。峰高前遺跡が位置する物部地区では、水田化が進んでいることもあって周知の遺跡は少ないが、近年行

われた北関東自動車道建設や圃場整備事業に伴う発掘調査や確認調査、平成 12 年度に行われた二宮町史編

さん室による遺跡分布調査により、多くの遺跡が新たに発見されている。ここでは、それらの調査成果をあ

わせた上で周辺の遺跡分布図を作成し、特に物部地区における各時代の概要についてまとめる。

旧石器時代　町内では、物部地区を中心として４遺跡が確認されている。桑ノ川遺跡Ｅ地点（９）では、

同一母岩と考えられる流紋岩製の掻器２点が、中世以降の溝状遺構覆土内から出土している。西物井遺跡（３）

では珪質凝灰岩製の石刃、市ノ塚遺跡（４）では頁岩製のナイフ形石器がそれぞれ遺構外から出土してい

る。峰高前遺跡でも、硬質頁岩製の掻器が古墳時代の SI-08 竪穴住居跡覆土内から出土している。このよう

に、町内で出土した遺跡はいずれも層位を伴わない石器単体の出土であるが、隣接する真岡市東大島には県

内最初の旧石器時代遺跡の調査が行われた磯山遺跡（85）があり、ナイフ形石器、彫器、局部磨製石斧な

どが出土している。また、真岡市伊勢崎の伊勢崎Ⅱ遺跡（96）・伊勢崎Ⅲ遺跡（97）では剝片のブロック及

び礫群が調査されている。

縄文時代　町内では縄文時代の遺跡が非常に少なく、二宮町史編さん室の分布調査でも、土器片の集中が

確認されたのは三谷の五軒家北（16）、五軒家南（15）の両遺跡のみである。草創期は、曲田遺跡（６）で

柳葉形尖頭器が１点遺構外から出土している。早期は、市ノ塚遺跡で撚糸文期の竪穴住居跡８軒と、同時期

の陥し穴状遺構が５基調査された。これらの遺構は、低地に向かって緩やかに下る台地縁辺部で確認されて

おり、このような低位段丘面で早期の遺跡が確認されるのは極めて希である。また、水戸部地内の山間部で

は、田戸下層式の尖底土器の底部破片が採集されている（二宮町 2006）。採集地点付近は、北関東自動車

道建設に伴う馬場先遺跡（23）の調査が行われているが、同時期の遺構は確認されていない。前期は二宮

町史分布調査での破片資料の採集例が数例と、市ノ塚遺跡や曲田遺跡の調査区内にある低地の落ち際で破片

が見つかっているのみである。中期は、先にあげた五軒家北・五軒家南遺跡で中期前半から後期にかけての

破片が多数採集されており、同時期の集落である可能性が高い。五行川流域では中内遺跡（30）で少量の

破片が採集されている。後期では、西物井遺跡で堀之内式土器の破片と打製石斧が伴う遺物集中箇所が確認

されている。また、加曽利Ｂ〜後期安行式の土器片が横田地内小樋尻で多数採集されている。採集地点とさ

れる箇所はすでに削平を受けており、遺物は採集されていないが、採集地点北側に所在する一ツ橋遺跡（87）

では同時期の破片が多数採集されていることから、一連の遺跡であると考えられる。このように、後期後半

以降では、低地内にも遺跡が存在する可能性が高い。

弥生時代　町内では程島北遺跡（53）などで土器片が採集されたとされているが、実際に調査された遺跡

はない。真岡市域では柳久保遺跡（77）、伊勢崎Ⅱ遺跡で弥生時代後期の竪穴住居跡が確認されている。

古墳時代　町内では古墳群が多数確認されており、古墳の総数は 80 基を超える。墳丘が湮滅してしまっ

たものも含め、町内の古墳については佐藤行哉による多くの記録が残されており、秋元陽光がそれらの記録

に残された古墳の位置を現在の地図上にマッピングする作業を行っている（二宮町 2006）。

　古墳時代前期では、小貝川左岸が古墳の分布の中心となる。4 〜 5 世紀初頭の小貝川流域の各小地域にお

ける首長墓とされる前方後方墳は、山崎１号墳（K21）をはじめとして６基確認されている。また、市ノ塚
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第７図　周辺の遺跡分布図（S=1/80,000）
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26 13
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M
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O

27
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2
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85
N
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84

H
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K37
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83 82

K26
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78

93
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K14-1
-2

遺跡では方墳３基、西物井遺跡では方形周溝遺構９基が調査された。また、五行川流域の真岡市稲荷山遺跡

（99）では方形周溝墓が５基、下陰遺跡（94）では前方後方墳１基と方墳２基が調査されている。当地域に

おける集落遺跡は峰高前遺跡の他に市ノ塚遺跡があげられる。市ノ塚遺跡Ⅰ区では、古墳時代前期の竪穴住

居跡が約 70 軒確認されている。このような大規模な集落に対して、峰高前遺跡では 7 軒と、比較的小規模

な住居群となる。集落規模の違いはあっても、低地と台地の境に住居が作られる傾向は共通しており、この

時期から本格化するとされる低地開発と関連する集落のあり方とも見てとれる。

　古墳時代中期になると、古墳の分布は小貝川流域から五行川流域へと変化していき、物部地区でも古墳の

築造が減少する。調査された古墳としては、曲田遺跡で円墳と方墳１基ずつ、市ノ塚遺跡では前方後円墳１

基があげられる。五行川流域では、芳賀郡最古の前方後円墳とされる大和田冨士山古墳（K9）が築造され

ている。集落は前期同様、低地を望む台地縁辺部に営まれる傾向にある。物部地区では市ノ塚遺跡や曲田遺

跡で当該時期の集落が確認されているのに対し、峰高前遺跡では確認されていないことから、集落は特に小

貝川左岸域の一部に集中していると予測される。市ノ塚遺跡や曲田遺跡では剣形や勾玉などの石製模造品、

蟹が入遺跡では鍛冶工房址が調査されている。このことから、二宮町域ではこれらの手工業生産が古墳時代
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中期に本格的に始まったと考えられる。

　古墳時代後期になると遺跡数がさらに増加し、遺跡の立地も低地を望む台地縁辺部から台地全体へと広

がっていく。峰高前遺跡ではこの時期の遺構が最も多く確認されている。物部地区では峰高前遺跡の他に西

物井遺跡、市ノ塚遺跡、馬場先遺跡で当該時期の集落が確認されている。古墳の分布は引き続き五行川流域

が中心となり、大規模な古墳群としては鹿地内の鹿古墳群（K1）、真岡市若旅付近から二宮町上大曽付近に

かけての上大曽古墳群（K64）、大和田付近の大和田古墳群（K10）などがあげられる。当該時期の集落は

古墳群のそばに形成されると考えられており、峰高前遺跡周辺にも十三塚古墳群（K4）や物井山ノ崎古墳

群（K5）などがあったとされているが、すでに湮滅している。また、鹿古墳群の周辺では遺物が多量に散

布している地区が数カ所確認されており（38 〜 41）、大規模な集落が存在する可能性がある。

奈良・平安時代　古代において、物部地区は下野国の芳賀郡物部郷に比定されている。特に、西物井遺跡

で発見された当該時期の集落は物部郷の一部であると推定されている。峰高前遺跡でも奈良・平安時代の竪

穴住居跡が 29 軒確認されており、西物井遺跡の集落との関連が伺える。また、市ノ塚遺跡や馬場先遺跡でも、

小規模ながら当該時期の集落が確認されている。生産遺跡に関連して、峰高前遺跡で主体となるのは益子窯

跡群で生産された須恵器だが、茨城県下の堀ノ内窯跡群も比較的至近距離にあり、本遺跡でもこれらの窯跡

産の須恵器が出土している。

中世・近世　鎌倉時代以降、二宮町域は長沼氏、水谷氏、宇都宮・芳賀一族の支配下となり、これら領主

間での勢力争いの舞台となった。町内では城館跡が 5 カ所あったとされるが、全て湮滅している。このう

ち、峰高前遺跡の北側にあったとされる峰高城推定地（A）では、現在も豊田家墓所に五輪塔と土塁の一部

と考えられる地膨れが確認できる。昭和 32 年頃には、峰高城推定地そばにある観音堂脇の畑から、中世の

瓦質土器を転用したと考えられる蔵骨器が３個見つかっている（青木 1964）。佐藤行哉による記録（佐藤

1935）では「東西一町三十間、南北一町餘（此反別一町二反七畝十歩）回字形をなし、大半耕地に化した

るも今空堀の一部を存してゐる」とされていることから、規模は 160 ｍ× 100 ｍほどであったと考えられる。

この堀は第二次世界大戦中までは残っていたとされるが、現在では失われている。峰高前遺跡で確認された

SD-600 溝状遺構がこの堀につながる可能性もあるが、確証は得られていない。

　峰高前遺跡の北側には、小田原藩宇津家が桜町領を統治するために創設した桜町陣屋跡（N）がある。また、

隣接する西物井遺跡では近世の墓域が確認されている。その他遺跡周辺では、親鸞による浄土真宗布教の中

心となった高田山専修寺（O）、その関連史跡である三谷草庵跡がある。

註　二宮町史編さんに伴う分布調査の結果については、町史編さん室より資料の提供及び掲載許可を受けた。
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古

代
集

落
跡

54
神

明
神

社
北

古
墳

〜
古

代
集

落
跡

55
神

明
神

社
南

古
墳

〜
古

代
集

落
跡

56
程

島
東

Ⅰ
古

代
集

落
跡

57
程

島
東

Ⅱ
古

代
集

落
跡

58
境

Ⅰ
古

墳
〜

古
代

集
落

跡
59

境
Ⅱ

古
代

集
落

跡
60

境
Ⅲ

古
墳

〜
古

代
集

落
跡

筑
西

市
61

並
木

古
墳

〜
古

代
集

落
跡

下
69

62
大

明
神

古
代

散
布

地
和

名
抄

博
多

郷
比

定
地

　
下

56
63

宮
本

Ａ
旧

石
・

縄
文

・
古

代
集

落
跡

協
13

64
七

ツ
池

東
方

Ａ
縄

文
〜

古
墳

集
落

跡
協

20
65

台
原

縄
文

・
古

墳
〜

古
代

集
落

跡
協

37
66

新
治

郡
街

跡
古

代
官

衙
協

38
67

新
治

廃
寺

跡
古

代
寺

院
協

39
68

久
地

楽
長

町
窯

跡
古

代
生

産
遺

跡
協

40
桜

川
市

69
上

野
原

瓦
窯

跡
古

代
生

産
遺

跡
岩

51
70

本
郷

瓦
塚

古
代

窯
跡

岩
66

71
当

向
古

墳
〜

古
代

集
落

跡
県

22
4・

27
1

集
・

岩
80

72
金

谷
古

墳
集

落
跡

県
22

5・
25

4
集

・
岩

81
73

辰
街

道
古

墳
集

落
(居

館
)跡

県
22

2・
22

3・
23

5・
24

7集
・

岩
82

74
大

日
下

中
世

窯
跡

岩
96

75
堀

の
内

古
窯

跡
群

古
代

窯
跡

岩
32

真
岡

市
76

深
田

原
（

根
本

深
田

）
縄

文
〜

中
世

集
落

跡
市

史
考

古
資

料
編

・
市

34
9

77
柳

久
保

弥
生

・
古

墳
集

落
跡

・
古

墳
市

史
考

古
資

料
編

・
市

35
7

78
水

ナシ
（

柳
久

保
東

Ⅲ・
上

根
Ａ・

B）
古

代
〜

中
世

集
落

跡
市

史
考

古
資

料
編

・
市

36
1

79
大

畠
（

根
本

大
畠

）
縄

文
・

古
墳

〜
古

代
集

落
跡

市
史

考
古

資
料

編
・

市
36

2
80

南
高

岡
窯

跡
群

古
墳

窯
跡

市
史

考
古

資
料

編
・

市
45

1
81

稲
荷

林
縄

文
・

古
代

〜
中

世
集

落
跡

市
史

考
古

資
料

編
・

市
44

6
82

反
町

南
縄

文
・

古
代

〜
中

世
集

落
跡

市
45

3
83

南
高

岡
山

崎
Ⅰ（

道
祖

土
Ⅱ

）
縄

文
・

古
代

集
落

跡
市

史
考

古
資

料
編

・
市

44
8

84
東

沼
谷

中
古

代
〜

近
世

集
落

跡
H

10
県

調
査

・
市

31
2

85
磯

山
旧

石
・

縄
文

散
布

地
市

史
考

古
資

料
編

・
市

42
1

86
本

田
薬

師
山

古
墳

寺
院

跡
？

市
43

0
87

一
ツ

橋
縄

文
・

古
墳

〜
古

代
集

落
跡

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

･市
41

5
88

大
谷

Ⅰ
古

墳
〜

古
代

集
落

跡
H

15
市

教
委

調
査

・
市

28
7

89
台

町
丸

山
縄

文
・

古
墳

〜
古

代
集

落
跡

市
史

考
古

資
料

編
・

市
29

5
90

八
木

岡
Ⅰ

縄
文

・
古

墳
〜

近
世

集
落

跡
県

211
集

・
H7

市
教

委
調

査
・

市
28

9
91

大
曲

北
弥

生
・

古
代

集
落

跡
県

19
4

集
・

市
28

6
92

大
曲

古
墳

〜
中

世
集

落
跡

H
7

市
教

委
調

査
･市

40
7

93
於

宮
（

大
曲

）
縄

文
・

古
代

〜
近

世
集

落
跡

H
15

県
調

査
・

市
40

9
94

下
陰

縄
文

・
古

墳
〜

中
世

古
墳

・
集

落
跡

H
13

〜
18

県
調

査
・

市
41

1
95

小
橋

砦
跡

中
世

砦
跡

？
市

40
5

96
伊

勢
崎

Ⅱ
古

墳
〜

近
世

集
落

跡
県

22
5・

24
0

集
・

市
26

9
97

伊
勢

崎
Ⅲ

旧
石

・
古

墳
〜

近
世

集
落

跡
・

散
布

地
H

15
県

調
査

・
市

27
0

No
.

遺
跡

名
時

代
種

類
備

考
（

文
献

等
）

98
伊

勢
崎

Ⅳ
弥

生
〜

平
安

散
布

地
H

15
県

調
査

・
市

27
1

99
稲

荷
山

縄
文

〜
古

墳
集

落
跡

真
岡

市
報

告
19

77
・

市
27

7
10

0
下

高
間

木
西

縄
文

・
弥

生
・

古
代

集
落

跡
・

墓
域

H
13

市
教

委
調

査
・

市
27

8
10

1
上

高
間

木
廃

寺
跡

不
明

寺
院

跡
？

S4
7

調
査

市
27

9
10

2
原

北
縄

文
・

近
世

集
落

跡
H

15
県

調
査

・
市

26
4

10
3

並
木

内
古

代
〜

中
世

集
落

跡
市

25
5・

推
定

東
山

道
伝

路
10

4
中

村
古

代
官

衙
市

1・
2

集
・

市
25

4
10

5
石

ホ
口

（
中

村
南

小
学

校
Ⅱ

）
古

代
〜

中
世

集
落

跡
市

39
3

10
6

間
木

堀
（

中
村

小
学

校
南

Ⅰ
）

古
代

集
落

跡
市

38
9

10
7

寺
東

（
中

村
城

南
Ⅰ

）
古

代
〜

中
世

集
落

跡
市

39
4

10
8

寺
内

北
古

代
〜

中
世

集
落

跡
S6

1
調

査
・

市
39

2
10

9
御

堂
廻

り
（

寺
内

）
古

代
〜

中
世

寺
院

跡
市

47
4

110
光

明
寺

向
（

石
島

Ⅱ
）

古
墳

集
落

跡
H7

市
教

委
調

査
・

市
47

6

N
o.

市
No

.
遺

跡
名

種
類

備
考

（
文

献
等

）
二

宮
町

K1
鹿

古
墳

群
円

墳
？

3　
前

方
後

円
墳

１
二

宮
町

史
史

料
編

Ⅰ
K2

沖
ノ

車
塚

古
墳

湮
滅

（
推

定
位

置
）

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K3
因

ノ
塚

古
墳

湮
滅

（
推

定
位

置
）

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K4
十

三
塚

古
墳

群
湮

滅
（

推
定

位
置

）
二

宮
町

史
史

料
編

Ⅰ
K5

物
井

山
ノ

崎
古

墳
群

湮
滅

（
推

定
位

置
）

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K6
カ

ッ
パ

山
古

墳
湮

滅
（

推
定

位
置

）
二

宮
町

史
史

料
編

Ⅰ
K7

星
宮

神
社

北
古

墳
湮

滅
栃

木
県

遺
跡

地
図

K8
五

軒
屋

古
墳

群
円

墳
３

　
不

明
１

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K9
大

和
田

冨
士

山
古

墳
前

方
後

円
墳

秋
元

・
斎

藤
19

84
K1

0
大

和
田

古
墳

群
円

墳
２

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K1
1

台
山

古
墳

群
円

墳
２

　
不

明
１

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K1
2

石
島

古
墳

群
円

墳
１

　
不

明
２

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K1
3

久
松

古
墳

群
不

明
2

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K1
4

上
大

曽
古

墳
群

前
方

後
円

墳
１

　
不

明
1

町
教

委
19

74
K1

5
炭

焼
古

墳
円

墳
？

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K1
6

堀
ノ

内
古

墳
不

明
（

推
定

位
置

）
二

宮
町

史
史

料
編

Ⅰ
K1

7
鹿

島
内

古
墳

円
墳

？
二

宮
町

史
史

料
編

Ⅰ
K1

8
靱

木
古

墳
円

墳
？

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

K1
9

弁
天

山
古

墳
円

墳
？

二
宮

町
史

史
料

編
Ⅰ

4
市

ノ
塚

円
墳

4　
小

石
室

2
6

曲
田

円
墳

１
　

方
墳

１
3

西
物

井
H

14
方

形
周

溝
遺

構
２

48
蟹

が
入

古
墳

円
墳

1
真

岡
市

K2
0

35
9

根
本

山
古

墳
群

古
墳

14
市

史
考

古
資

料
編

K2
1

35
8

山
崎

古
墳

群
古

墳
4

市
史

考
古

資
料

編
・

S5
7

･6
0

市
教

委
調

査
K2

2
36

3
大

根
山

古
墳

（
射

撃
場

西
）

古
墳

15
市

史
考

古
資

料
編

K2
3

35
4

森
ノ

木
古

墳
群

円
墳

３
市

史
考

古
資

料
編

K2
4

峯
の

岩
屋

古
墳

古
墳

K2
5

46
5

須
釜

古
墳

群
（

青
谷

）
円

墳
３

K2
6

46
3

枝
沢

古
墳

円
墳

１
K2

7
45

9
南

高
岡

東
浦

古
墳

群
円

墳
２

古
墳

集
落

遺
跡

な
ど
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遺
跡

名
所

在
地

備
考

A
峰

高
城

跡
二

宮
町

湮
滅

B
八

木
岡

城
跡

真
岡

市
市

41
2

C
厚

木
城

跡
二

宮
町

湮
滅

D
平

石
館

跡
二

宮
町

鹿
館

・
湮

滅
E

大
曽

城
跡

二
宮

町
湮

滅
F

長
沼

城
跡

二
宮

町
錦

着
城

・
湮

滅
G

中
村

城
跡

真
岡

市
市

38
6

H
御

前
城

跡
真

岡
市

芳
賀

古
城

・
H1

6
市

教
委

調
査

I
茅

堤
新

屋
敷

真
岡

市
市

26
6

J
久

下
田

城
跡

筑
西

市
河

連
城

・生
牛

城
・

下
4

K
小

栗
城

跡
筑

西
市

協
9

L
御

殿
内

筑
西

市
湮

滅
・

協
26

M
坂

戸
城

跡
桜

川
市

岩
36

N
桜

町
陣

屋
跡

二
宮

町
二

宮
町

教
委

20
05

O
専

修
寺

境
内

二
宮

町

N
o.

市
No

.
遺

跡
名

種
類

備
考

（
文

献
等

）
K2

8
47

9
駒

転
シ

古
墳

群
円

墳
２

K2
9

34
1

小
林

大
塚

古
墳

円
墳

１
市

史
考

古
資

料
編

K3
0

42
2

磯
山

古
墳

群
市

史
市

史
考

古
資

料
編

S3
6・

37
東

北
大

調
査

K3
1

42
4

石
橋

古
墳

不
明

K3
2

30
2

沼
尻

八
幡

山
古

墳
市

史
市

史
考

古
資

料
編

K3
3

40
8

瓢
箪

塚
古

墳
市

史
市

史
考

古
資

料
編

K3
4

41
0

大
曲

古
墳

古
墳

１
K3

5
25

0
北

原
台

古
墳

群
円

墳
２

市
史

考
古

資
料

編
K3

6
38

8
中

村
大

塚
古

墳
古

墳
２

市
史

考
古

資
料

編
S5

1
市

教
委

調
査

K3
7

39
5

間
木

堀
東

古
墳

方
墳

1
？

K3
8

37
0

南
島

古
墳

古
墳

１
S2

4・
25

真
岡

高
校

調
査

K3
9

37
8

宿
中

天
神

山
古

墳
群

前
方

後
円

墳
２

市
史

考
古

資
料

編
・

Ｔ
7

調
査

K4
0

47
0

若
旅

富
士

山
古

墳
群

前
方

後
円

墳
２

　
円

墳
２

市
史

考
古

資
料

編
99

27
7

稲
荷

山
方

形
周

溝
墓

94
41

1
下

陰
方

墳
２

77
35

7
柳

久
保

円
墳

1
桜

川
市

K6
0

岩
49

遠
越

古
墳

円
墳

K6
1

岩
12

二
門

塚
古

墳
前

方
後

円
墳

１
K6

2
岩

79
山

ノ
入

古
墳

群
円

墳
２

・
前

方
後

円
墳

１
K6

3
岩

15
内

山
古

墳
円

墳
K6

4
岩

11
塚

本
古

墳
円

墳
１

城
館

な
ど

N
o.

市
No

.
遺

跡
名

種
類

備
考

（
文

献
等

）
K6

5
岩

55
坂

戸
古

墳
群

円
墳

11
K6

6
岩

14
布

着
山

古
墳

円
墳

２
K6

7
岩

23
星

の
宮

古
墳

群
縁

墳
２

筑
西

市
K4

1
下

68
門

側
古

墳
円

墳
？

K4
2

下
70

上
沼

古
墳

不
明

K4
3

下
41

本
郷

古
墳

主
体

部
一

部
残

る
K4

4
協

8
御

殿
内

古
墳

群
湮

滅
（

円
墳

）
K4

5
協

43
御

止
山

古
墳

前
方

後
円

墳
１

K4
6

協
45

太
陽

寺
古

墳
群

湮
滅

K4
7

協
44

西
館

古
墳

湮
滅

（
方

墳
）

K4
8

協
7

西
館

古
墳

湮
滅

（
円

墳
）

K4
9

協
1

宮
本

古
墳

円
墳

１
K5

0
協

2
寺

山
古

墳
Ａ

支
群

円
墳

２
瀬

谷
他

19
86

K5
1

協
3

寺
山

古
墳

Ｂ
支

群
円

墳
8　

前
方

後
円

墳
１

瀬
谷

他
19

86
K5

2
協

4
雷

神
山

古
墳

群
円

墳
7　

調
査

済
１

K5
3

協
5

丑
塚

古
墳

群
円

墳
16

　
前

方
後

円
墳

1
瀬

谷
他

19
86

K5
4

協
6

大
宝

塚
古

墳
群

円
墳

1
K5

5
協

32
中

台
古

墳
湮

滅
K5

6
協

29
天

神
山

古
墳

Ａ
支

群
円

墳
1

K5
7

協
30

天
神

山
古

墳
Ｂ

支
群

円
墳

9
K5

8
協

31
天

神
山

古
墳

Ｃ
支

群
円

墳
8

K5
9

協
36

古
郡

台
原

古
墳

群
不

明

遺
跡

分
布

図
参

考
文

献
（

遺
跡

地
図

）
茨

城
県

教
育

委
員

会
20

00
『

茨
城

県
遺

跡
地

図
』

栃
木

県
教

育
委

員
会

19
97

『
栃

木
県

遺
跡

地
図

』
真

岡
市

教
育

委
員

会
20

05
『

真
岡

市
遺

跡
分

布
調

査
報

告
』

真
岡

市
教

育
委

員
会

事
務

局
文

化
課

（
調

査
報

告
書

）
栃

木
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

19
4

集
『

大
曲

北
・

小
橋

Ⅰ
遺

跡
』（

19
97

）
栃

木
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

21
1

集
『

八
木

岡
Ⅰ

遺
跡

』（
19

98
）

栃
木

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
22

5
集

『
伊

勢
崎

Ⅱ
遺

跡
（

古
墳

・
奈

良
・

平
安

時
代

編
）』

（
19

99
）

栃
木

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
24

0
集

『
伊

勢
崎

Ⅱ
遺

跡
（

旧
石

器
・

縄
文

・
弥

生
時

代
編

）』
（

20
00

）
栃

木
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

23
8

集
『

西
物

井
遺

跡
』（

20
00

）
栃

木
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

30
3

集
『

市
ノ

塚
遺

跡
』（

20
07

）
二

宮
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

５
集

『
史

跡
桜

町
陣

屋
跡

　
第

5
次

発
掘

調
査

報
告

書
』（

20
05

）
二

宮
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

6
集

『
物

部
地

区
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』（
20

06
）

二
宮

町
教

育
委

員
会

『
上

大
曽

古
墳

群
』（

19
74

）
二

宮
町

教
育

委
員

会
『

蟹
が

入
遺

跡
』（

19
89

）
真

岡
市

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

１
集

『
中

村
遺

跡
調

査
報

告
書

』（
19

79
）

真
岡

市
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
２

集
『

中
村

遺
跡

第
7・

8
次

調
査

報
告

書
』（

19
84

）
真

岡
市

教
育

委
員

会
『

稲
荷

山
遺

跡
』（

19
77

）
茨

城
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

22
2

集
『

辰
街

道
遺

跡
１

』（
20

04
）

茨
城

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
22

3
集

『
辰

街
道

遺
跡

２
』（

20
04

）
茨

城
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

22
4

集
『

当
向

遺
跡

１
』（

20
04

）
茨

城
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

22
5

集
『

金
谷

遺
跡

１
』（

20
04

）
茨

城
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

23
5

集
『

辰
街

道
遺

跡
３

』（
20

05
）

茨
城

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
24

7
集

『
辰

街
道

遺
跡

４
』（

20
05

）
茨

城
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

25
4

集
『

金
谷

遺
跡

２
』（

20
06

）
茨

城
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
第

27
1

集
『

当
向

遺
跡

２
・

青
木

北
原

遺
跡

』（
20

07
）

瀬
谷

昌
良

他
19

86
『

丑
塚

古
墳

群
・

寺
山

古
墳

群
・

裏
山

遺
跡

』
纂

修
堂




